
担
保
保
存
義
務
に
関
す
る
一
考
察	

	

―
沿
革
的
・
比
較
法
的
考
察
（
一
二
）
―

辻

　

博

明

一　

は
じ
め
に

―
問
題
設
定

二　

ロ
ー
マ
法

　

⑴　

保
証
制
度
の
「
推
移
」
―
担
保
保
存
義
務
制
度
の
視
点
か
ら

　

⑵　

担
保
保
存
義
務
制
度
の
「
起
源
」
と
そ
の
継
受

―
問
題
点
の
整
理

三　

フ
ラ
ン
ス
法

　

⑴　

フ
ラ
ン
ス
古
法

―
ポ
テ
ィ
エ
の
主
張
を
中
心
に　
　
　
　
（
以
上
本
誌
六
一
巻
一
号
）

　

⑵　

立
法
趣
旨

　

⑶　

フ
ラ
ン
ス
民
法

―
制
度
の
本
質
、
要
件
・
効
果
（
現
行
二
三
一
四
条
）、
近
時
の
変
化　

（
以
上
本
誌
六
一
巻
二
号
）

四　

ド
イ
ツ
法

　

⑴　

ド
イ
ツ
民
法
典
成
立
前
の
概
要

　

⑵　

立
法
趣
旨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
以
上
本
誌
六
二
巻
一
号
）

　

⑶　

ド
イ
ツ
民
法

―
制
度
の
本
質
、
要
件
・
効
果

　
　

①　

制
度
の
本
質

　
　
　

ⅰ　

制
度
趣
旨
・
法
的
構
成　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
以
上
本
誌
六
二
巻
二
号
）

　
　
　

ⅱ　

免
責
対
象
者

　
　

②　

免
責
の
要
件

　
　

③　

効　

果

　
　

④　

整
理
・
検
討

―
フ
ラ
ン
ス
法
と
の
比
較　
　
　
　

 　

 

（
以
上
本
誌
六
二
巻
四
号
）
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五　

ス
イ
ス
債
務
法

　

⑴　

旧
法
に
お
け
る
議
論
の
概
要

―
義
務
の
位
置
付
け
・
範
囲
、
要
件
・
効
果
、
共
同
保
証
を
め
ぐ
る
問
題

�

（
以
上
本
誌
六
三
巻
一
号
）

　

⑵　

立
法
趣
旨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
以
上
本
誌
六
三
巻
二
号
）

　

⑶　

ス
イ
ス
債
務
法（
一
九
四
一
年
法
）
―�

債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義
務
の
拡
大
・
強
化
、
義
務
の
性
質
、
担
保
保
存

義
務
、
共
同
保
証
を
め
ぐ
る
問
題

　
　

①　

債
権
者
の
注
意
義
務

―
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義
務
の
性
質
・
拡
大
・
強
化　
　

 

（
以
上
本
誌
六
三
巻
四
号
）

　
　

②　

債
権
者
の
担
保
保
存
義
務

―
五
〇
三
条
一
項
の
意
義
、
要
件
・
有
力
説
の
主
張
、
効
果

　
　

③　

共
同
保
証
を
め
ぐ
る
問
題

―
四
九
七
条
三
項
の
特
則
、
特
約
、
錯
誤
等

　
　

④　

整
理
・
検
討　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
以
上
本
誌
六
四
巻
一
号
）

六　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法

　

⑴　

立
法
趣
旨　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
以
上
本
誌
六
四
巻
二
号
）

　

⑵　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法

―�

債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義
務
の
拡
大
・
強
化
、
義
務
の
性
質
、
債
権
者
の
懈
怠
、
物
的

担
保
の
放
棄
、
共
同
保
証
を
め
ぐ
る
問
題

　
　

①　

債
権
者
の
注
意
義
務

―
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義
務
の
性
質
・
拡
大
・
強
化
、
消
費
者
保
護
・
銀
行
の
守
秘
義
務

　
　

②　

債
権
者
の
注
意
義
務
の
現
れ
・
根
拠

―
債
権
の
取
立
上
の
懈
怠

　
　
　

⒜　

債
権
の
取
立
上
の
懈
怠
（
一
三
六
四
条
）、
担
保
設
定
請
求
権
、
賠
償
、
要
件
・
効
果
、
争
点
（
義
務
の
性
質
等
）

　
　
　

⒝　

小　

括　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
以
上
本
誌
六
五
巻
二
号
）

　
　

③　

債
権
者
に
よ
る
物
的
担
保
の
放
棄
（
一
三
六
〇
条
） 

　
　
　

⒜�　

一
三
六
〇
条
の
意
義
・
根
拠
、
要
件
（
担
保
の
時
的
範
囲
、
物
的
担
保
、
放
棄
行
為
）・
類
推
適
用
、
効
果
（
損
害
賠
償

か
免
責
か
・
そ
の
範
囲
）、
行
使
方
法
、
証
明
責
任
、
特
約
の
効
力
（
判
例
） 

　
　
　

⒝　

小　

括　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
以
上
本
号
）
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六　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法

⑵　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法

―�

債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義
務
の
拡
大
・
強
化
、
義
務
の
性
質
、
債
権
者
の
懈
怠
、
物
的
担
保
の
放

棄
、
共
同
保
証
を
め
ぐ
る
問
題

　

③　

債
権
者
に
よ
る
物
的
担
保
の
放
棄
（
一
三
六
〇
条
）

　
　

⒜�　

一
三
六
〇
条
の
意
義
・
根
拠
、
要
件
（
担
保
の
時
的
範
囲
、
物
的
担
保
、
放
棄
行
為
）・
類
推
適
用
、
効
果
（
損
害
賠
償
か
免
責

か
・
そ
の
範
囲
）、
行
使
方
法
、
証
明
責
任
、
特
約
の
効
力
（
判
例
）

　

一
三
六
〇
条
は
、「
債
権
者
は
、
保
証
の
履
行
以
前
に
お
い
て
、
そ
の
保
証
以
外
に
、
主
た
る
債
務
者
ま
た
は
第
三
者
に
よ
っ
て
物
的

担
保
（Pfand

）
が
提
供
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、
定
め
ら
れ
た
手
順
（
一
三
五
五
条
）
に
従
っ
て
保
証
人
に
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
た
だ
し
、
債
権
者
は
、
保
証
人
の
不
利
益
に
物
的
担
保
を
放
棄
す
る
権
限
を
有
し
な
い
。」
と
規
定
す
る
。

　

一
三
六
〇
条
は
、
物
的
担
保
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
保
証
人
と
債
権
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
物
的
担
保
は
、
保
証

と
併
存
し
て
、
主
た
る
債
務
者
ま
た
は
第
三
者
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
が
、
保
証
人
の
責
任
に
何
ら
の
変
化
も
生
じ
な
い
。

特
に
、
債
権
者
は
、
裁
判
上
ま
た
は
裁
判
外
の
催
告
を
し
て
も
主
た
る
債
務
者
が
弁
済
し
な
け
れ
ば
（
一
三
五
五
条
）、
物
的
担
保
が

あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
無
視
し
て
、
保
証
人
に
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
た
だ
し
、
最
終
不
足
額
支
払
保
証
（A

usfallsbürgschaft

）
等
は

例
外
）。
債
権
者
は
ま
ず
最
初
に
物
的
担
保
か
ら
回
収
す
べ
き
と
す
る
「
物
的
責
任
の
抗
弁
」 （beneficium

 excussionis realis

（
担
保
物

に
対
す
る
先
訴
検
索
の
利
益
））
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
い
て
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い（

（
（

。
し
た
が
っ
て
本
来
は
、
債
権
者
は
物
的
担

保
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
保
証
人
に
対
す
る
請
求
権
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
債
権
者
は
、
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保
証
人
の
「
不
利
益
に
」
物
的
担
保
を
放
棄
す
る
権
限
を
有
し
な
い
（
後
述
・
効
果
（
債
権
者
の
責
任
））。
と
い
う
の
は
、
物
的
担
保
の

放
棄
は
、
保
証
人
に
「
損
害
」
を
与
え
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
物
的
担
保
の
放
棄
に
よ
っ
て
、
保
証
人
の
主
た
る
債
務
者
に
対

す
る
「
求
償
権
」
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
保
証
人
は
、
そ
の
債
務
を
弁
済
す
れ
ば
、
被
担
保
債
権
の
た
め
に
設
定

さ
れ
て
い
た
物
的
担
保
等
が
保
証
人
に
「
移
転
」
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
求
償
で
き
る
と
期
待
す
る
（
一
三
五
八
条
（「
法
定
譲
渡
」
に
よ
る

求
償

（
（
（

））。
と
こ
ろ
が
、
債
権
者
が
そ
の
物
的
担
保
を
放
棄
す
れ
ば
、
保
証
人
は
物
的
担
保
の
譲
渡
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
保
証
人

の
求
償
が
侵
害
さ
れ
ま
た
は
求
償
が
一
部
で
き
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
債
権
者
は
そ
の
損
害
に
つ
い
て
責

め
を
負
う
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
三
六
〇
条
は
、
債
権
者
が
共
同
責
任
を
負
う
者
の
求
償
を
侵
害
で
き
な
い
・
侵
害
を
禁

止
す
る
と
い
う
原
則
を
実
現
し
て
い
る
（
後
述
④
・
八
九
四
条
・
八
九
六
条
（
一
共
同
債
務
者
の
免
除
と
そ
の
効
果
）、
一
三
六
三
条
（
一
共

同
保
証
人
の
免
除
）
と
連
携
）。
債
権
者
は
、
保
証
人
に
対
し
て
様
々
な
「
注
意
義
務
」
を
負
う
。
そ
の
明
文
規
定
と
し
て
、
一
三
六
〇

条
と
と
も
に
、
一
三
五
六
条
（
最
終
不
足
額
支
払
保
証
人
等
に
対
す
る
請
求
と
債
権
者
の
懈
怠
等
）、
一
三
六
二
条
（
求
償
保
証
人
に
対
す
る

注
意
義
務
）、
一
三
六
四
条
（
債
権
の
取
立
て
に
お
け
る
債
権
者
の
懈
怠
）（
先
述
②
）
等
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
規

定
は
、
研
究
の
展
開
に
よ
っ
て
、
債
権
者
が
保
証
人
に
対
し
て
負
う
「
包
括
的
（
一
般
的
）」
注
意
義
務
の
根
拠
と
解
さ
れ
て
い
る
（
先

述
①
）。
な
お
、
一
三
六
〇
条
に
お
い
て
問
題
と
な
る
放
棄
は
「
物
的
担
保
」
の
場
合
で
あ
り
（
後
述
・「
争
点
」（
物
的
担
保
の
「
時
的
範

囲
」））、
一
共
同
保
証
人
の
放
棄
（
免
除
）
の
場
合
に
は
適
用
さ
れ
な
い
（
後
述
・
要
件
（
放
棄
の
「
客
体
」（
物
的
担
保
）））（
一
三
六
〇
条

の
「
意
義
・
根
拠

（
（
（

」）。

　

一
三
六
〇
条
は
、「
債
権
者
は
、
保
証
人
の
不
利
益
に
物
的
担
保
を
放
棄
す
る
権
限
を
有
し
な
い
。」
と
規
定
す
る
。
そ
の
適
用
（
及

び
類
推
適
用
）
に
お
い
て
、
次
の
三
点
が
問
題
と
な
る
（「
要
件
」）。
ま
ず
、
ⅰ
同
条
に
お
け
る
物
的
担
保
は
、
保
証
の
引
受
「
以
前
」

に
設
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
保
証
の
引
受
後
に
設
定
さ
れ
た
物
的
担
保
の
放
棄
は
、
本
条
に
お
け
る
保

護
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
（
た
だ
し
、
最
終
不
足
額
支
払
保
証
の
場
合
、
ま
た
は
、
債
権
者
と
の
合
意
に
基
づ
い
て
、
保
証
人
が
そ
の
よ
う
な
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担
保
の
成
立
・
存
続
を
期
待
し
て
よ
い
場
合
は
、
異
な
る

（
（
（

。）。
保
証
の
引
受
以
前
に
す
で
に
物
的
担
保
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
保
証
人

は
、
保
証
の
引
受
時
に
、
そ
の
物
的
担
保
に
よ
っ
て
求
償
権
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
を
「
期
待
」
し
て
い
る
。
一
方
、
物
的
担
保
が
保
証

の
引
受
後
に
設
定
さ
れ
た
場
合
に
は
、
保
証
人
は
、
そ
の
物
的
担
保
が
な
い
こ
と
を
前
提
に
保
証
を
引
き
受
け
て
お
り
、
そ
の
物
的
担

保
に
よ
る
求
償
権
の
担
保
を
期
待
し
て
い
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
（
通
説
）。
し
か
し
、
こ
の
解
釈
に
対
し
て
、
次
の
点
に
お
い
て
矛
盾

が
あ
る
と
す
る
批
判
的
見
解
が
あ
る
。
⒜
保
証
人
は
、
債
務
を
弁
済
す
れ
ば
、
一
三
五
八
条
（
法
定
譲
渡
（
注
（
２
）））
に
基
づ
い
て
、

債
権
者
か
ら
債
権
証
書
等
の
提
供
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、物
的
担
保
等
の
担
保
手
段
を
行
使
し
て
求
償
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

特
に
、
保
証
の
引
受
「
後
」
に
設
定
さ
れ
た
物
的
担
保
も
移
転
す
る
。
そ
の
た
め
、
債
権
者
は
、
保
証
の
引
受
後
の
物
的
担
保
を
放
棄

す
れ
ば
、
保
証
人
の
求
償
を
「
侵
害
」
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
⒝
保
証
人
は
、
抵
当
権
の
設
定
が
保
証
の
引
受
の
前
か
後
か
を
問
わ
ず
、

債
権
者
に
与
え
ら
れ
た
抵
当
権
の
登
記
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
土
地
登
記
法
（GBG

）
七
九
条
）。
⒞
保
証
範
囲
の
変
化
が
と
も

な
う
将
来
債
務
の
保
証
の
場
合
に
は
、
債
権
者
の
保
証
人
に
対
す
る
注
意
義
務
の
不
当
な
制
限
を
生
じ
る
と
す
る
指
摘
が
あ
る（

（
（

（
担
保

の
「
時
的
範
囲
」）。
次
に
、
ⅱ
債
権
者
は
、
保
証
人
の
不
利
益
に
「
物
的
担
保
」
を
放
棄
す
る
権
限
を
有
し
な
い
と
さ
れ
る
（
一
三
六
〇

条
）。
債
務
が
期
限
に
弁
済
さ
れ
な
い
場
合
に
、
債
権
者
が
物
か
ら
弁
済
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
物
権
が
物
的
担
保
権
で
あ
り
（
抵
当
権

等
）、
こ
の
よ
う
な
権
利
が
債
権
者
に
帰
属
す
る
物
が
、
い
わ
ゆ
る
物
的
担
保
と
さ
れ
る
。
同
条
は
、
物
的
担
保
の
放
棄
と
の
み
規
定
し

て
い
る
が
、
そ
の
根
底
に
あ
る
原
理
部
分
は
一
般
化
で
き
、
そ
の
他
の
担
保
に
類
推
適
用
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
債
権
者
が
物
に

よ
っ
て
債
権
の
弁
済
が
担
保
さ
れ
る
そ
の
他
の
権
利
、
例
え
ば
、
所
有
権
留
保
、
優
先
権
、
留
置
権
等
の
放
棄
の
場
合
に
類
推
適
用
で

き
る
と
解
さ
れ
る
。
な
お
、
共
同
保
証
の
放
棄
（
免
除
）
に
は
、
同
条
の
適
用
は
な
い
が（

（
（

、
こ
の
場
合
に
は
、
保
証
人
の
保
護
の
た
め

に
、
一
三
六
三
条
が
適
用
さ
れ
、
共
同
保
証
の
放
棄
が
あ
っ
て
も
、
免
除
を
受
け
て
い
な
い
他
の
保
証
人
か
ら
免
除
を
受
け
た
共
同
保

証
人
に
対
す
る
求
償
は
制
限
さ
れ
な
い
（
後
述
④
）（「
物
的
担
保
」（
放
棄
の
客
体
）
の
類
型
）。
な
お
、
一
三
六
〇
条
に
よ
る
保
護
は
、

連
帯
保
証
人
に
も
適
用
が
あ
り
、
損
害
担
保
者
に
は
類
推
適
用
が
あ
る（

（
（

。
さ
ら
に
、
ⅲ
債
権
者
は
、
保
証
人
の
不
利
益
に
物
的
担
保
を
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「
放
棄
」
す
る
権
限
を
有
し
な
い
と
さ
れ
る
（
一
三
六
〇
条
）。
同
条
の
趣
旨
に
お
け
る
放
棄
は
、
法
律
行
為
に
よ
る
放
棄
だ
け
で
は
な

く
、
債
権
者
が
す
で
に
「
獲
得
済
」
の
物
的
担
保
を
排
除
し
ま
た
は
侵
害
す
る
行
為
も
該
当
す
る
。
例
え
ば
、
設
定
さ
れ
て
い
る
担
保

を
よ
り
価
値
の
低
い
担
保
と
差
し
替
え
る
行
為
、
物
的
担
保
の
事
後
的
な
責
任
減
免
、
ま
た
事
情
に
よ
っ
て
は
担
保
価
値
の
保
全
を
怠

る
こ
と
も
該
当
す
る
。
他
方
、
債
権
者
が
提
供
の
申
し
出
が
あ
っ
た
担
保
設
定
を
単
に
し
な
い
で
放
置
す
る
こ
と
は
、
放
棄
に
該
当
し

な
い
（「
放
棄
」
の
行
為
類
型

（
（
（

）。

　

債
権
者
は
最
初
に
物
的
担
保
か
ら
回
収
す
べ
き
と
す
る
物
的
責
任
の
抗
弁
は
、オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
い
て
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
本
来
は
、
債
権
者
は
物
的
担
保
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
保
証
人
に
対
す
る
請
求
権
が
影
響
を
受
け
る

こ
と
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
物
的
担
保
の
放
棄
に
よ
っ
て
、
保
証
人
の
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
が
侵
害
さ
れ
、
保
証
人
に
「
損

害
」
が
生
じ
る
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
三
六
〇
条
は
、「
債
権
者
は
保
証
人
の
不
利
益
に
物
的
担
保
を
放
棄
す
る
権
限
を
有
し
な

い
。」
と
規
定
す
る
。
こ
の
規
定
は
、
物
的
担
保
の
放
棄
に
よ
っ
て
、
保
証
人
が
受
け
た
主
た
る
債
務
者
に
対
す
る
求
償
権
に
関
す
る
損

害
に
つ
い
て
、
債
権
者
が
「
責
め
」
を
負
う
こ
と
を
意
味
す
る
（
後
述
・「
責
め
」「
義
務
」
の
意
義
・
性
質
（
争
点
））。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

債
権
者
が
共
同
責
任
を
負
う
者
の
求
償
を
侵
害
で
き
な
い
・
侵
害
を
禁
止
す
る
と
い
う
原
則
を
実
現
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
債
権
者
は
不
利
益
な
物
的
担
保
の
放
棄
権
限
を
有
し
な
い
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
債
権
者
に
「
不
作
為
義
務
」

（「
法
定
の
放
棄
禁
止
」）
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
放
棄
の
禁
止
は
、
債
権
的
効
力
し
か
有
し
な
い
。
担
保
の
放
棄
は
、
法

的
に
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
、
債
権
者
は
、
こ
の
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、「
損
害
賠
償
義
務
」
を
負
う
と
解
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
す
な

わ
ち
、
保
証
人
は
、
放
棄
さ
れ
た
物
的
担
保
か
ら
償
還
で
き
た
範
囲
に
お
い
て
免
責
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
物
的
担
保
を
求
償
権

の
満
足
を
得
る
た
め
に
行
使
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
受
け
た
損
害
の
賠
償
を
債
権
者
に
対
し
て
請
求
で
き
る
と
解
さ
れ
て
い

る
（
通
説
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
債
権
者
が
物
的
担
保
を
放
棄
し
た
場
合
、
そ
れ
に
よ
っ
て
求
償
権
が
実
行
で
き
な
か
っ
た
限
り
で
、
保

証
人
は
「
免
責
」
さ
れ
る
と
す
る
説
が
見
ら
れ
た
と
こ
ろ（

（1
（

、
オ
ッ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ト
（O

bliegenheit

）
違
反
と
性
質
決
定
す
る
こ
と
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で
、
こ
の
主
張
は
再
び
評
価
さ
れ
て
い
る
（
相
殺
の
必
要
性
が
な
く
消
滅
時
効
の
危
険
も
な
く
、
直
ち
に
債
権
者
の
請
求
権
が
減
少
す
る
。）

（「
効
果
」）。
こ
の
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
保
証
人
が
「
訴
え
」
を
提
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
債
権

者
か
ら
支
払
の
請
求
を
受
け
た
場
合
、
保
証
人
は
、
そ
の
請
求
に
対
し
て
「
抗
弁
」
を
主
張
す
る
こ
と
も
で
き
る
（「
行
使
方
法
」）。
損

害
を
生
じ
る
債
権
者
の
行
為
、
放
棄
さ
れ
た
物
的
担
保
の
価
値
に
つ
い
て
の
「
証
明
」
は
、
保
証
人
に
課
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

債
権
者
は
、
そ
の
放
棄
に
よ
っ
て
求
償
は
制
限
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
は
保
証
人
の
主
張
よ
り
も
制
限
を
受
け
た
求
償
の
範
囲
が

狭
い
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
債
権
者
は
、
主
た
る
債
務
者
に
支
払
能
力
が
あ
る
こ
と
、
保
証
人
が
利
用
で
き
る
事
後
に
設
定
さ

れ
た
他
の
担
保
が
あ
る
こ
と
等
を
主
張
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。）（「
証
明
責
任
」）。
今
日
に
お
い
て
は
、
保
証
人
と
物
的
担
保
の
設
定
者

と
の
間
に
お
い
て
相
互
の
求
償
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
し
た
が
っ
て
、
債
権
者
は
、
同
条
の
義
務
に
違
反
し
た
場
合
、
そ
の
放
棄
さ

れ
た
物
的
担
保
に
最
終
的
に
割
り
当
て
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
「
負
担
部
分
」
に
つ
い
て
責
め
を
負
う
と
解
さ
れ
る
（
な
お
従
来
の
説
に
よ
る

と
、
債
権
者
は
放
棄
さ
れ
た
物
的
担
保
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
な
か
っ
た
額
の
支
払
い
で
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。）（
効
果
の
「
範
囲

（
（1
（

」）。

　

一
三
六
〇
条
は
、
任
意
規
定
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
条
に
基
づ
く
保
証
人
の
保
護
を
排
除
す
る
旨
の
「
特
約
」
が
設

定
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
特
に
実
際
に
問
題
と
な
る
の
は
、
銀
行
が
そ
の
債
権
の
た
め
に
設
定
さ
れ
た
ま
た
は
設
定
さ
れ
る
他
の
担
保

を
放
棄
し
て
も
、保
証
人
の
責
任
に
は
変
化
が
な
く
そ
の
効
力
は
存
続
す
る
旨
を
定
め
た
保
証
の
書
式
に
お
け
る
条
項
の
効
力
で
あ
る（

（1
（

。

判
例
（O

GH
 9. N

ovem
ber 1988

（
後
述
））
に
よ
る
と
、
一
三
六
〇
条
に
基
づ
く
保
護
を
排
除
す
る
旨
の
書
式
に
よ
る
特
約
は
、
八
七

九
条
三
項
（
普
通
取
引
約
款
ま
た
は
契
約
書
式
に
含
ま
れ
る
契
約
条
項
の
効
力
規
定
）
に
よ
っ
て
無
効
と
な
る
場
合
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ

の
主
な
論
点
は
、
ⅰ
八
七
九
条
三
項
に
よ
る
条
項
の
無
効
の
主
張
は
「
抗
弁
」
に
よ
っ
て
の
み
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
ⅱ
金
融

機
関
が
そ
の
債
権
の
た
め
に
別
途
設
定
さ
れ
た
ま
た
は
設
定
さ
れ
る
担
保
を
放
棄
し
て
も
保
証
人
の
責
任
に
は
変
化
が
な
く
そ
の
効
力

は
存
続
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
た
金
融
機
関
が
使
用
す
る
保
証
の
書
式
に
お
け
る
条
項
は
、
八
七
九
条
三
項
に
よ
っ
て
「
無
効
」
と
な
る

場
合
が
あ
る
か
、
ⅲ
信
用
保
証
人
は
、
金
融
機
関
が
他
の
担
保
が
喪
失
す
る
危
険
が
切
迫
し
て
い
る
こ
と
を
自
己
に
指
摘
す
る
こ
と
を
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「
期
待
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

　
【
事
実
関
係
の
概
要
】　

訴
外
亡
Ａ
（
X1
の
兄
弟
、
X2
の
婿
、
一
九
八
六
年
九
月
九
日
死
亡
）
は
、
子
供
服
取
引
を
営
ん
で
い
た
が
、
経
済

的
に
厳
し
い
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
Ａ
は
、
一
九
七
九
年
秋
に
四
〇
万
～
五
〇
万
シ
リ
ン
グ
の
信
用
貸
し
の
責
任
の
引
き
受
け
を

X2
に
頼
ん
だ
。
Ａ
が
信
用
貸
し
に
つ
い
て
相
談
し
た
Ｙ
の
担
当
者
Ｂ
は
、
Ｘ
ら
が
責
任
信
用
貸
し
を
受
け
る
こ
と
、
普
通
保
証
で
は
足

り
な
い
こ
と
を
Ｘ
ら
に
伝
え
た
。
Ｘ
ら
は
、
一
九
八
〇
年
六
月
二
日
付
の
書
面
で
、
Ａ
に
よ
っ
て
求
め
ら
れ
て
い
た
四
五
万
シ
リ
ン
グ

で
の
強
制
和
議
の
た
め
の
銀
行
責
任
の
引
き
受
け
を
、
Ｙ
銀
行
に
依
頼
し
た
。
Ｙ
は
、
同
日
付
け
の
書
面
に
お
い
て
、
Ｘ
ら
に
申
入
額

に
つ
い
て
の
責
任
信
用
貸
し
を
認
め
た
。
信
用
貸
し
の
価
値
は
、
Ａ
に
よ
る
強
制
和
議
の
履
行
の
銀
行
保
証
（Bankgarantie

）
と
し
て

用
い
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
な
お
、
信
用
貸
契
約
に
は
、
次
の
よ
う
な
条
項
が
含
ま
れ
て
い
る
。「
信
用
被
供
与
者
は
、
保
証
（Garantie

）

の
表
明
の
要
求
に
際
し
て
、
こ
の
責
任
信
用
貸
し
を
同
額
の
割
賦
弁
済
信
用
貸
し
（
一
括
弁
済
も
可
能
）
に
改
め
る
こ
と
と
し
、
一
九
八

一
年
六
月
一
日
か
ら
月
額
六
五
〇
〇
シ
リ
ン
グ
の
分
割
返
済
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
は
承
諾
を
得
て
決

め
る
。
信
用
被
供
与
者
は
、
割
賦
弁
済
信
用
貸
し
に
お
い
て
生
じ
う
る
変
更
に
必
要
な
書
面
に
署
名
す
る
義
務
を
負
う
。」
と
さ
れ
た
。

　

一
九
八
一
年
に
、
Ｙ
は
、
専
ら
強
制
和
議
の
履
行
の
た
め
に
、
四
五
万
シ
リ
ン
グ
の
信
用
貸
し
を
Ａ
に
認
め
た
。
Ｘ
ら
は
、
こ
の
信

用
債
務
に
つ
い
て
各
自
全
額
の
保
証
を
し
た
。
Ｘ
ら
が
保
証
人
と
し
て
連
署
し
た
一
九
八
一
年
三
月
九
日
と
二
三
日
の
信
用
供
与
契
約

に
お
い
て
、
Ａ
は
、「
国
内
の
保
険
機
関
に
お
い
て
直
ち
に
生
命
保
険
を
先
の
額
に
つ
い
て
締
結
し
」、
Ｙ
に
、「
そ
れ
か
ら
の
権
利
、
特

に
、
保
険
金
受
取
権
限
に
質
権
を
設
定
す
る
」
義
務
を
負
っ
た
。
こ
の
定
め
は
、
契
約
書
式
に
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
打
た
れ
た
文
字
で

挿
入
さ
れ
て
い
た
。
契
約
書
の
書
式
用
紙
に
は
、
さ
ら
に
、
信
用
貸
し
は
全
て
の
担
保
が
設
定
さ
れ
た
後
に
は
じ
め
て
請
求
さ
れ
う
る

と
す
る
条
項
が
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
点
に
つ
い
て
は
、
信
用
貸
し
の
関
係
に
は
、「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
金
融
機
関
の
普
通
取
引
約
款
」
が
適

用
さ
れ
る
。

　

Ｘ
ら
は
、
同
時
に
、
連
帯
保
証
人
と
し
て
割
賦
弁
済
信
用
貸
し
に
責
め
を
負
う
と
す
る
義
務
の
表
示
に
署
名
し
た
。
Ｘ
ら
に
よ
る
署
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名
に
際
し
て
、
Ａ
は
、
Ｘ
ら
が
受
取
人
と
さ
れ
る
生
命
保
険
証
券
を
X1
に
も
提
示
し
た
。
一
九
八
一
年
三
月
三
〇
日
付
の
書
面
に
お
い

て
、
Ｙ
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
処
理
さ
れ
た
責
任
信
用
貸
し
の
責
任
か
ら
Ｘ
ら
を
免
責
し
た
。
Ａ
は
、
最
初
に
一
九
八
一
年
六
月
一
日

か
ら
月
額
七
〇
〇
〇
シ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
割
賦
金
の
弁
済
を
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、
Ａ
は
病
気
に
な
っ
た
。
割
賦
弁
済
信
用
貸
し
は
、

Ｙ
に
よ
っ
て
一
九
八
二
年
八
月
一
八
日
に
解
約
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｘ
ら
も
そ
の
通
知
を
受
け
た
。
一
九
八
六
年
八
月
一
七
日
付
の
書
面

に
よ
っ
て
、
一
九
八
六
年
九
月
の
信
用
貸
し
割
賦
弁
済
の
一
九
八
六
年
一
一
月
ま
で
の
猶
予
の
申
し
出
が
、
Ｘ
ら
に
な
さ
れ
た
。
す
な

わ
ち
、「
先
の
三
信
用
保
証
人
は
残
額
（
利
息
及
び
費
用
を
含
む
）
に
つ
い
て
Ｘ
ら
に
よ
っ
て
引
き
受
け
ら
れ
た
保
証
の
趣
旨
に
お
い
て

各
自
全
額
に
つ
い
て
責
め
を
負
う
こ
と
が
、
全
当
事
者
の
相
互
間
の
話
し
合
い
に
お
い
て
明
確
に
確
認
さ
れ
た
。」
と
い
う
内
容
で
あ
っ

た
。
Ｘ
ら
は
、
こ
の
書
面
に
署
名
し
Ｙ
に
返
送
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
を
拒
否
し
た
。

　

Ｙ
は
、
そ
の
生
命
保
険
契
約
の
締
結
と
保
険
金
請
求
権
へ
の
質
権
設
定
を
要
求
せ
ず
に
、
信
用
貸
金
を
支
払
っ
た
。
信
用
貸
債
権
の

か
な
り
の
部
分
は
未
払
い
で
、
Ａ
に
よ
る
遺
産
に
よ
っ
て
完
済
で
き
な
い
。

　

Ｘ
ら
は
、
次
の
点
の
確
認
を
求
め
て
い
る
。
Ｙ
は
、
Ｘ
ら
に
対
し
て
保
証
に
よ
る
債
権
を
有
し
な
い
。
Ａ
へ
の
信
用
貸
金
の
支
払
前

に
譲
渡
制
限
付
き
の
生
命
保
険
契
約
を
締
結
す
る
と
い
う
保
証
の
本
質
的
な
前
提
に
関
し
て
、
Ｘ
ら
は
Ｙ
に
よ
っ
て
錯
誤
に
陥
れ
ら
れ

た
。
信
用
担
保
の
設
定
は
、
信
用
貸
し
及
び
保
証
契
約
の
条
件
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
Ｙ
は
、
貸
し
出
し
が
時
期
尚
早
で
あ
っ

た
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｘ
ら
に
対
す
る
保
護
義
務
及
び
注
意
義
務
を
侵
害
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、
保
証
契
約
に
よ
る
債
権
に
対
し
て
、

同
額
の
損
害
賠
償
請
求
権
が
主
張
さ
れ
る
。
最
後
に
、
Ａ
の
生
存
中
に
信
用
債
権
の
回
収
を
済
ま
せ
て
お
く
こ
と
は
Ｙ
の
責
務
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
猶
予
合
意
に
際
し
て
の
保
証
債
権
の
承
認
は
問
題
と
な
ら
な
い
と
し
た
。

　

Ｙ
は
、
次
の
よ
う
に
抗
弁
し
た
。
信
用
貸
金
の
支
払
は
、
Ａ
に
よ
る
生
命
保
険
契
約
の
締
結
及
び
質
権
設
定
と
は
無
関
係
で
な
さ
れ

て
い
る
。
Ｘ
ら
は
、
最
初
か
ら
、
い
ず
れ
に
せ
よ
Ｙ
よ
り
以
前
に
そ
の
生
命
保
険
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
生
命
保
険
は
、

信
用
貸
し
の
合
意
及
び
保
証
に
と
っ
て
重
要
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
Ｘ
ら
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
錯
誤
は
否
認
さ
れ
る
。
一
三
六
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〇
条
の
類
推
適
用
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
も
問
題
と
な
ら
な
い
。
一
九
八
一
年
三
月
の
合
意
の
錯
誤
に
よ
る
取
消
権
は
、
先
に
主
張

さ
れ
て
い
る
損
害
賠
償
請
求
権
と
同
様
に
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｘ
ら
は
、
割
賦
弁
済
の
請
求
に
際
し
て
保
証
契

約
に
よ
る
義
務
を
承
認
し
て
い
る
と
し
た
。

　

一
審
は
、
訴
え
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
Ｘ
ら
は
、
Ａ
が
強
制
和
議
の
履
行
後
に
再
び
信
用
力
が
回
復
す
れ
ば
、
責
任
信
用
貸
し
は
割

賦
弁
済
信
用
貸
し
に
転
換
さ
れ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
Ｘ
ら
が
割
賦
弁
済
信
用
貸
し
の
保
証
を
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

は
、
Ｘ
ら
に
は
明
白
で
あ
っ
た
。
Ｘ
ら
は
、
二
二
万
五
〇
〇
〇
シ
リ
ン
グ
ま
で
責
任
信
用
貸
し
に
責
め
を
負
っ
て
い
た
。
信
用
貸
し
の

担
保
の
た
め
に
、
Ｘ
ら
は
白
地
手
形
に
署
名
し
た
。
Ｘ
ら
は
、
信
用
貸
し
は
一
ヶ
月
な
い
し
一
ヶ
月
半
だ
け
続
く
と
考
え
て
い
た
。
責

任
信
用
貸
し
の
供
与
後
に
初
め
て
、
Ａ
は
Ｘ
ら
に
二
二
万
シ
リ
ン
グ
と
い
う
内
容
の
生
命
保
険
証
券
を
呈
示
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
、

Ａ
は
半
年
分
の
保
険
料
し
か
振
り
込
ま
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
Ｘ
ら
が
知
っ
た
の
は
一
九
八
六
年
の
始
め
で
あ
る
。
Ｙ
に
よ
る
資
金

で
、
強
制
和
議
は
Ａ
に
よ
っ
て
履
行
さ
れ
た
。
遅
く
と
も
一
九
八
一
年
三
月
二
三
日
ま
で
に
、
責
任
信
用
貸
し
は
割
賦
弁
済
信
用
貸
し

に
転
換
さ
れ
た
。
Ｙ
に
と
っ
て
は
、
Ａ
に
よ
る
生
命
保
険
契
約
の
締
結
は
、
責
任
信
用
貸
し
の
割
賦
弁
済
信
用
貸
し
へ
の
転
換
の
条
件

で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
Ｘ
ら
は
い
ず
れ
に
し
て
も
銀
行
保
証
に
よ
っ
て
請
求
を
受
け
る
か
ら
で
あ
る
。

　

Ａ
に
よ
る
生
命
保
険
契
約
の
締
結
及
び
質
権
設
定
後
に
初
め
て
消
費
貸
借
金
を
支
払
う
こ
と
に
関
し
て
正
式
に
条
件
と
評
価
さ
れ
る

条
項
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
確
か
に
、
Ｘ
ら
は
、
保
証
に
署
名
す
る
際
に
消
費
貸
借
の
た
め
の
そ
の
担
保
を
期
待
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
が
、署
名
を
拒
ん
だ
際
に
同
様
に
厳
し
い
責
任
信
用
貸
し
に
よ
る
請
求
を
受
け
る
こ
と
は
予
期
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
れ
故
に
、
主
た
る
債
務
者
の
生
命
保
険
へ
の
期
待
は
、
そ
の
契
約
締
結
の
た
め
の
重
要
な
動
機
で
は
な
い
。
Ａ
の
保
険
料
支
払
不
能

に
よ
っ
て
、
保
険
に
よ
る
保
護
は
い
ず
れ
に
し
て
も
消
滅
し
た
。

　

二
審
は
、
一
審
判
決
を
確
認
し
、
訴
訟
物
の
価
値
が
三
〇
万
シ
リ
ン
グ
を
超
え
る
と
し
た
。
さ
ら
に
、
提
出
さ
れ
た
書
類
か
ら
、
一

九
八
一
年
三
月
二
三
日
と
二
四
日
の
別
の
保
証
に
お
い
て
、
債
権
の
た
め
に
別
途
設
定
さ
れ
た
ま
た
は
設
定
さ
れ
る
ど
の
担
保
を
Ｙ
が
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放
棄
し
て
も
、
Ｘ
ら
の
責
任
に
変
更
が
生
じ
な
い
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｙ
は
、
Ｘ
ら
に
通
知
す
る
こ
と
な
し

に
、
そ
の
他
の
す
べ
て
の
担
保
を
そ
の
裁
量
に
よ
っ
て
換
価
す
る
権
利
を
留
保
し
て
い
た
。
こ
の
書
類
は
Ｘ
ら
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
て

お
り
、
し
た
が
っ
て
、
民
訴
法
二
九
四
条
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
意
思
表
示
は
Ｘ
ら
に
よ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
証
拠
補
充
を
要
し
な
い

こ
と
は
、
一
審
に
お
い
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
Ｙ
に
と
っ
て
、
Ａ
に
よ
る
生
命
保
険
契
約
の
締
結
は
、
責
任
信
用
貸
し
の
割
賦
弁
済
信

用
貸
し
へ
の
転
換
の
条
件
で
は
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
Ｘ
ら
は
い
ず
れ
せ
よ
銀
行
保
証
に
よ
っ
て
請
求
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

　

責
任
信
用
貸
し
の
割
賦
弁
済
信
用
貸
し
へ
の
転
換
は
、
追
加
的
な
担
保
を
要
す
る
危
険
の
増
大
を
意
味
し
な
い
。
そ
れ
故
に
、
一
審

は
、
Ａ
に
よ
る
生
命
保
険
契
約
の
締
結
と
Ａ
へ
の
割
賦
弁
済
信
用
貸
し
の
許
諾
と
の
条
件
関
係
を
正
当
に
否
定
し
た
。
Ｘ
ら
に
と
っ
て

も
、
債
務
関
係
の
更
改
は
、
重
要
な
経
済
的
な
意
味
を
ほ
と
ん
ど
有
し
な
い
。
少
な
く
と
も
契
約
の
締
結
時
に
お
い
て
、
民
法
八
九
六

条
に
お
け
る
求
償
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
Ｘ
ら
は
、
信
用
貸
し
契
約
及
び
保
証
契
約
の
条
件
の
不
成
就
、
錯
誤
に
よ

る
取
消
、
最
後
に
Ｙ
に
よ
る
契
約
上
の
保
護
義
務
及
び
注
意
義
務
違
反
か
ら
生
じ
る
損
害
賠
償
請
求
権
と
の
相
殺
に
よ
っ
て
債
務
が
消

滅
し
た
と
し
て
、
そ
の
主
張
の
確
認
を
請
求
し
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
の
法
的
原
因
に
つ
い
て
重
要
な
こ
と
は
、
別
途
設
定
さ
れ
た
信
用

保
証
貸
し
の
担
保
を
放
棄
し
ま
た
は
そ
の
裁
量
に
よ
っ
て
換
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
Ｘ
ら
が
明
示
的
に
Ｙ
に
認
め
た
こ
と
で
あ

る
。
訴
訟
当
事
者
が
Ａ
に
よ
る
生
命
保
険
契
約
の
締
結
と
そ
こ
か
ら
生
じ
る
請
求
権
へ
の
質
権
設
定
を
信
用
貸
し
契
約
と
保
証
契
約
の

条
件
に
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
、
一
審
と
同
様
で
あ
る
。
Ｘ
ら
に
は
、
実
際
確
か
に
Ａ
の
生
命
保
険
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
が
保
証
の

引
き
受
け
の
要
因
に
な
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
契
約
締
結
の
動
機
は
、
そ
れ
が
明
示
的
な
条
件
に
挙
げ
ら
れ
て

い
る
場
合
に
の
み
、
民
法
九
〇
一
条
に
よ
っ
て
考
慮
さ
れ
る
。
合
意
内
容
に
よ
れ
ば
、
Ｘ
ら
は
そ
う
は
し
て
い
な
い
。
Ｘ
ら
が
保
証
を

Ａ
の
生
命
保
険
契
約
と
関
係
付
け
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
Ｘ
ら
は
、
す
で
に
設
定
さ
れ
ま
た
は
こ
れ
か
ら
設
定
さ
れ
る
他
の
担

保
を
い
つ
で
も
放
棄
で
き
る
と
す
る
権
限
を
明
示
的
に
Ｙ
に
与
え
て
お
り
、
Ａ
の
生
命
保
険
が
Ｘ
ら
に
と
っ
て
特
に
重
要
で
は
な
か
っ
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た
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
Ｘ
ら
は
こ
れ
を
保
証
の
明
示
的
な
条
件
に
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
錯
誤
に
よ
る
取
消
も
認

め
ら
れ
な
い
。
Ｘ
ら
が
信
用
貸
し
の
担
保
に
つ
い
て
誤
っ
た
想
定
を
し
て
お
り
そ
れ
が
Ｙ
に
起
因
す
る
と
し
て
も
、
Ｘ
ら
は
保
証
の
意

思
表
示
に
拘
束
さ
れ
る
。
意
思
表
示
の
対
象
と
な
っ
た
そ
の
主
た
る
事
実
や
本
質
的
な
性
状
に
関
わ
る
錯
誤
に
つ
い
て
の
み
、
民
法
八

七
一
条
に
よ
る
取
消
が
認
め
ら
れ
る
。
信
用
貸
し
の
担
保
が
あ
る
と
の
想
定
は
、
契
約
締
結
の
本
質
的
な
も
の
で
は
な
い
。
Ｘ
ら
は
、

別
途
設
定
さ
れ
た
担
保
の
放
棄
を
Ｙ
に
委
ね
て
い
る
。
Ｘ
ら
は
、
信
用
貸
し
担
保
の
放
棄
を
Ｘ
ら
が
明
ら
か
に
（
裁
判
上
ま
た
は
裁
判
外

に
お
い
て
）
相
殺
を
求
め
た
損
害
賠
償
請
求
権
の
対
象
に
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
損
害
賠
償
請
求
権
に
つ
い
て
、
違
法
性
は
な

い
。
と
い
う
の
は
、
Ｙ
は
、
付
加
的
な
信
用
貸
し
担
保
を
放
棄
す
る
こ
と
を
留
保
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
契
約
上
の

保
護
義
務
及
び
注
意
義
務
の
違
反
は
Ｙ
の
負
う
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

　
【
判　

旨
】（
Ｘ
ら
の
上
告
、
二
審
判
決
の
破
棄
・
差
戻
し
）　

Ｘ
ら
は
、
Ｙ
に
よ
っ
て
生
じ
た
錯
誤
、
Ｙ
が
裁
判
外
で
請
求
す
る
保
証

責
任
の
無
効
、
Ｙ
に
よ
る
契
約
上
の
説
明
義
務
及
び
保
護
義
務
の
違
反
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
と
Ｘ
ら
の
保
証
か
ら
生
ず
る
債
権
と

の
同
額
で
の
相
殺
に
よ
る
債
務
消
滅
の
抗
弁
を
主
張
し
て
、
そ
の
確
認
請
求
を
行
う
。

　

錯
誤
に
よ
る
取
消
に
対
し
て
は
、
Ｙ
に
よ
っ
て
そ
の
時
効
消
滅
の
抗
弁
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
錯
誤
に
よ
る
契
約
の
取
消
は
、
契
約

の
締
結
か
ら
三
年
以
内
に
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
民
法
一
四
八
七
条
）。
取
消
の
対
象
の
保
証
債
務
は
一
九
八
一
年
三
月
に
す
で

に
成
立
し
て
い
る
が
、
Ｘ
ら
が
訴
え
を
提
起
し
た
の
は
一
九
八
七
年
二
月
一
九
日
で
あ
る
か
ら
、
い
ず
れ
に
せ
よ
錯
誤
に
よ
る
取
消
権

は
時
効
消
滅
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
Ｘ
ら
は
、
そ
の
保
証
の
停
止
条
件
が
現
在
ま
で
成
就
し
て
い
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
Ｙ
は
信
用
受
益
者
Ａ
に
対
し
て
生

命
保
険
の
質
入
れ
を
条
件
と
し
て
お
り
、
約
定
さ
れ
た
信
用
貸
し
は
す
べ
て
の
担
保
の
設
定
と
関
係
付
け
ら
れ
て
い
た
。
生
命
保
険
に

よ
る
権
利
の
質
入
れ
が
な
い
た
め
、
Ｘ
ら
の
責
任
は
ま
だ
有
効
と
な
っ
て
い
な
い
と
す
る
。

　

Ｘ
ら
は
、
実
際
こ
の
よ
う
な
条
件
が
挿
入
さ
れ
た
信
用
貸
し
の
合
意
に
署
名
し
て
お
り
、
ま
た
一
九
八
一
年
三
月
九
日
と
二
三
日
の
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証
書
で
の
信
用
貸
し
か
ら
生
じ
る
債
権
を
担
保
す
る
た
め
連
帯
保
証
責
任
を
引
き
受
け
た
。
証
書
の
文
言
の
み
に
よ
れ
ば
、
生
命
保
険

か
ら
生
じ
る
権
利
の
質
入
れ
後
に
信
用
貸
し
が
さ
れ
て
有
効
と
な
る
債
務
を
保
証
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
。
一
審
の
確
認
に
よ
っ
て

は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
信
頼
で
き
る
判
断
が
で
き
ず
、
手
続
き
の
瑕
疵
が
あ
る
。

　

Ｘ
ら
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
た
保
証
の
書
式
の
項
目
第
七
に
お
い
て
、
Ｙ
が
そ
の
債
権
の
た
め
に
別
途
設
定
さ
れ
た
ま
た
は
設
定
さ
れ

る
い
か
な
る
担
保
を
放
棄
し
て
も
保
証
人
の
責
任
に
は
変
化
が
な
く
そ
の
効
力
が
存
続
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｙ
は
、
一
審
に

お
い
て
こ
の
権
利
を
主
張
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
二
審
は
弁
論
の
補
充
な
し
に
Ｙ
に
よ
る
担
保
の
放
棄
権
限
を
確
認
し
て
い
る
が
、

手
続
き
の
瑕
疵
が
あ
る
。
二
審
が
弁
論
を
補
充
し
て
い
れ
ば
、
Ｘ
ら
は
保
証
の
項
目
第
七
に
お
け
る
契
約
規
定
の
無
効
を
主
張
す
る
こ

と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
民
法
八
七
九
条
三
項
に
お
け
る
無
効
を
考
慮
す
る
に
は
、
そ
の
主
張
を
要
す
る
。

　

相
互
の
主
た
る
給
付
を
構
成
し
な
い
普
通
取
引
約
款
ま
た
は
契
約
書
式
に
含
ま
れ
る
規
定
が
、
当
該
諸
事
情
を
考
慮
し
て
相
手
方
に

著
し
い
不
利
益
を
与
え
る
場
合
に
は
、
民
法
八
七
九
条
三
項
に
よ
っ
て
無
効
と
な
る
。
相
手
方
の
不
利
益
に
つ
い
て
問
題
と
な
る
の
は
、

普
通
取
引
約
款
ま
た
は
契
約
書
式
を
用
い
て
任
意
法
規
を
回
避
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
手
方
の
法
的
地
位
の
悪
化
を
生
じ
さ
せ
る
場
合

で
あ
る
。

　

Ｙ
は
、
Ｘ
ら
の
保
証
の
書
式
の
項
目
第
七
に
よ
っ
て
、
民
法
一
三
五
八
条
に
基
づ
い
て
保
証
人
に
与
え
ら
れ
る
担
保
を
自
己
の
判
断

に
よ
っ
て
放
棄
し
て
も
、
保
証
人
の
責
任
に
変
化
が
生
じ
な
い
旨
の
権
利
を
留
保
し
た
。
Ｘ
ら
は
、
Ａ
の
生
命
保
険
の
設
定
が
期
待
で

き
た
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
、
保
証
の
引
き
受
け
を
決
心
で
き
た
。
こ
の
条
項
に
よ
っ
て
、
民
法
一
三
六
〇
条
に
基
づ
く
保
証
人
の

保
護
が
排
除
さ
れ
て
い
る
。
保
証
人
の
弁
済
に
よ
る
法
定
譲
渡
は
、
そ
れ
以
前
に
担
保
が
放
棄
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
価
値
を

喪
失
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
条
項
は
、
本
件
で
の
主
張
及
び
諸
事
情
か
ら
す
れ
ば
、
民
法
八
七
九
条
三
項
に
よ
っ
て
無
効
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

生
命
保
険
の
権
利
へ
の
質
権
設
定
に
よ
る
担
保
は
Ｙ
だ
け
で
な
く
法
定
譲
渡
を
受
け
る
保
証
人
に
も
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
Ｙ
は
考
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慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ａ
が
担
保
の
設
定
義
務
を
遵
守
し
て
い
る
か
を
確
認
で
き
る
の
は
、
Ａ
の
契
約
相
手
方
で
あ
る
Ｙ
だ
け
で

あ
る
。
判
例
に
よ
る
と
、
銀
行
の
顧
客
で
あ
る
信
用
受
益
者
は
、
金
融
機
関
が
保
険
の
保
護
を
守
る
た
め
に
対
処
す
る
こ
と
、
及
び
、

必
要
な
場
合
に
は
、
そ
の
保
護
の
喪
失
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
明
示
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｙ
は
、
Ａ
に
よ
る
生
命

保
険
の
権
利
へ
の
質
権
設
定
が
ま
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
Ｘ
に
通
知
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
保
険
者
は
、
Ａ
の
保
険
料
の
支
払
遅
滞

に
つ
い
て
Ｙ
に
情
報
提
供
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
Ｘ
ら
に
対
す
る
Ｙ
側
の
保
護
義
務
、
説
明
義
務
及
び
注
意
義
務
違
反
に
よ
っ
て
、
Ｘ
ら

は
保
険
の
保
護
を
受
け
る
可
能
性
を
奪
わ
れ
た （「
特
約
」
の
効
力
（
判
例

（
（1
（

））。

　
　

⒝　

小　

括

　

一
三
六
〇
条
は
、「
物
的
担
保
」
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
保
証
人
と
債
権
者
と
の
関
係
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法

に
お
い
て
は
、
債
権
者
は
ま
ず
最
初
に
物
的
担
保
か
ら
回
収
す
べ
き
と
す
る
「
物
的
責
任
の
抗
弁
」
が
保
証
人
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な

い
。
し
た
が
っ
て
本
来
は
、
債
権
者
は
物
的
担
保
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
債
権
者
が
物
的
担
保
を
放
棄
す
れ
ば
、

保
証
人
は
そ
の
物
的
担
保
の
「
譲
渡
」（
一
三
五
八
条
に
よ
る
法
定
譲
渡
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、「
求
償
」
が
で
き
な
く
な
る
た
め
、

「
損
害
」
を
受
け
る
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
三
六
〇
条
に
お
い
て
、
債
権
者
は
そ
の
損
害
に
つ
い
て
「
責
め
」
を
負
う
と
さ
れ
る

（
一
三
六
〇
条
の
「
意
義
・
根
拠
」）。
な
お
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
に
お
い
て
は
、
人
的
担
保
で
あ
る
一
共
同
保
証
人
の
放
棄
（
免
除
） 

の

場
合
に
つ
い
て
は
、
一
三
六
〇
条
で
は
な
く
、
一
三
六
三
条
に
お
い
て
別
途
対
応
さ
れ
て
い
る
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
の
特
色
）。

　

一
三
六
〇
条
に
よ
る
債
権
者
の
責
任
の
成
立
要
件
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
ま
ず
、
同
条
に
お
け
る
担
保
の
「
時
的
範
囲
」
で

あ
る
。
同
条
に
お
け
る
物
的
担
保
は
、
保
証
の
引
受
「
以
前
」
に
設
定
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
保
証
の
引

受
以
前
に
す
で
に
物
的
担
保
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
保
証
人
は
、
保
証
の
引
受
時
に
、
そ
の
物
的
担
保
に
よ
っ
て
求
償
権
が
担
保
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
と
さ
れ
、
保
証
人
の
保
証
「
引
受
時
」
に
お
け
る
物
的
担
保
に
よ
る
求
償
の
「
期
待
」
が
重
視
さ
れ
て
い

る
（
通
説
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
批
判
的
見
解
は
、
保
証
人
は
、
債
務
を
弁
済
す
れ
ば
、
一
三
五
八
条
（
法
定
譲
渡
）
に
基
づ
い
て
、
物
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的
担
保
等
の
担
保
手
段
を
行
使
し
て
求
償
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、債
権
者
が
保
証
の
引
受
後
の
物
的
担
保
を
放
棄
す
れ
ば
、

保
証
人
の
求
償
を
「
侵
害
」
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
等
を
主
張
し
、
通
説
に
は
矛
盾
が
あ
る
と
批
判
す
る
（
争
点
・
担
保
の
「
時
的
範

囲
」）。
ま
た
、
同
条
は
、
物
的
担
保
の
放
棄
と
の
み
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
根
底
に
あ
る
原
理
部
分
は
「
一
般
化
」
で
き
る
と
解
さ

れ
る
方
向
に
あ
り
、
そ
の
他
の
担
保
に
類
推
適
用
で
き
る
と
さ
れ
る
（「
物
的
担
保
」
の
類
型
）。
さ
ら
に
、
同
条
の
趣
旨
に
お
け
る
「
放

棄
」
の
解
釈
の
展
開
も
見
ら
れ
、
法
律
行
為
に
よ
る
放
棄
に
限
定
さ
れ
な
い
。
債
権
者
が
す
で
に
「
獲
得
済
」
の
物
的
担
保
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
を
排
除
し
ま
た
は
侵
害
す
る
そ
の
他
の
行
為
も
該
当
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
（
低
価
値
の
担
保
と
の
差
替
え
、
担
保
価
値
の
保
全
懈
怠

等
）（「
放
棄
」
の
行
為
類
型
）。

　

債
権
者
は
不
利
益
な
物
的
担
保
の
放
棄
権
限
を
有
し
な
い
（
一
三
六
〇
条
）
と
規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
債
権
者
に
「
不
作
為
義

務
」（「
法
定
の
放
棄
禁
止
」）
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
同
条
に
お
け
る
義
務
に
違
反
し
た
場
合
、
債
権
者
は
「
損
害
賠
償
義
務
」

を
負
う
と
解
さ
れ
て
い
る
（
通
説
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
義
務
違
反
の
効
果
と
し
て
、
保
証
人
の
「
免
責
」
を
主
張
す
る
説
が
見
ら
れ
、

オ
ッ
プ
リ
ー
ゲ
ン
ハ
イ
ト
（O

bliegenheit
）
違
反
と
構
成
さ
れ
て
い
る 

（
争
点
・「
効
果
」）。
な
お
、
保
証
人
は
、「
訴
え
」
の
提
起
ま

た
は
「
抗
弁
」
に
よ
っ
て
こ
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
（「
行
使
方
法
」）。
損
害
を
生
じ
る
債
権
者
の
行
為
、
放

棄
さ
れ
た
物
的
担
保
の
価
値
に
つ
い
て
の
「
証
明
」
は
、
保
証
人
に
課
さ
れ
る
（「
証
明
責
任
」）。
債
権
者
は
、
そ
の
放
棄
さ
れ
た
物
的

担
保
に
最
終
的
に
割
り
当
て
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
「
負
担
部
分
」
に
つ
い
て
責
め
を
負
う
と
解
さ
れ
る
（
効
果
の
「
範
囲
」）。

　

一
三
六
〇
条
に
基
づ
く
保
証
人
の
保
護
を
「
排
除
」
す
る
旨
の
「
特
約
」
の
効
力
の
問
題
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
に
お
い
て
も
、
実

務
上
重
要
な
論
点
で
あ
る
。
八
七
九
条
三
項
（
普
通
取
引
約
款
ま
た
は
契
約
書
式
に
含
ま
れ
る
契
約
条
項
の
効
力
規
定
）
に
よ
る
と
、
相
互

の
主
た
る
給
付
を
構
成
し
な
い
普
通
取
引
約
款
ま
た
は
契
約
書
式
に
含
ま
れ
る
規
定
は
、
当
該
諸
事
情
を
考
慮
し
て
、
相
手
方
に
「
著

し
い
不
利
益
」
を
与
え
る
場
合
に
は
、
無
効
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
同
条
三
項
に
お
け
る
相
手
方
に
著
し
い

不
利
益
を
与
え
る
場
合
と
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
、ま
た
、そ
の
判
定
は
ど
の
よ
う
に
し
て
な
さ
れ
る
か
で
あ
る
。OGH

（9. N
ovem

ber 
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1988

）
は
、
保
証
の
書
式
に
よ
る
条
項
に
お
い
て
、
債
権
者
が
そ
の
債
権
の
た
め
に
別
途
設
定
さ
れ
た
ま
た
は
設
定
さ
れ
る
い
か
な
る

担
保
を
放
棄
し
て
も
保
証
人
の
責
任
に
は
変
化
が
な
く
そ
の
効
力
が
存
続
す
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
認
定
し
、
そ
の
条
項
に
よ
っ

て
、
債
権
者
は
、
法
定
譲
渡
（
一
三
五
八
条
）
に
基
づ
い
て
保
証
人
に
移
転
す
る
べ
き
担
保
を
自
己
の
判
断
に
よ
っ
て
放
棄
し
て
も
、

保
証
人
の
責
任
に
変
化
が
生
じ
な
い
旨
の
権
利
を
留
保
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
一
三
六
〇
条
に
基
づ
く
「
保
証
人
の
保
護
」
は
排
除

さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
条
項
は
、
当
該
事
案
に
お
け
る
主
張
及
び
諸
事
情
か
ら
す
れ
ば
、
八
七
九
条
三
項
に
よ
っ
て
無
効

で
あ
る
と
し
た
（「
特
約
」
の
効
力
（
判
例
）（
同
旨
・
学
説
））。
当
該
条
項
の
内
容
（
法
定
譲
渡
に
基
づ
く
保
証
人
の
求
償
手
段
た
る
担
保
を

債
権
者
が
「
一
方
的
に
剥
奪
」
す
る
こ
と
を
許
容
す
る
と
す
る
内
容
）
だ
け
で
な
く
、
当
該
保
証
人
が
保
証
を
引
き
受
け
る
際
に
前
提
と
し

考
慮
し
た
要
素
（
保
証
人
の
求
償
手
段
た
る
当
該
担
保
の
設
定
へ
の
「
期
待
」
の
有
無
・
そ
の
程
度
等
）
を
「
総
合
判
断
」
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
無
効
」
と
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
導
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
１
）　

な
お
、
ド
イ
ツ
民
法
七
七
二
条
二
項
、
ス
イ
ス
債
務
法
四
九
五
条
二
項
に
は
、
保
証
人
に
よ
る
物
的
責
任
の
抗
弁
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
。

（
２
）　

保
証
人
と
主
た
る
債
務
者
と
の
間
に
は
、
通
常
、
①
委
任
等
の
合
意
に
よ
る
「
内
部
関
係
」
が
あ
り
、
保
証
人
は
内
部
関
係
に
基
づ
い
て
求
償
で

き
る
。
も
し
そ
の
よ
う
な
合
意
に
よ
る
関
係
が
な
け
れ
ば
、
②
「
事
務
管
理
」
の
準
則
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
保
証
人
は
、
③
「
法
定

譲
渡
」（
一
三
五
八
条
）
に
基
づ
い
て
、
債
権
者
か
ら
債
権
証
書
・
情
報
等
の
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
（
な
お
情
報
提
供
請
求
権

は
銀
行
の
秘
密
に
優
先
）、
物
的
担
保
等
の
担
保
手
段
を
行
使
し
て
求
償
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
（Grundriss des bürgerlichen Rechts, 

Band II, Schuldrecht A
llgem

einer T
eil, Schuldrecht Besonderer T

eil, Erbrecht, auf Grundlage der von H
elm

ut K
oziol und  

Rudolf W
elser gem

einsam
 herausgegebenen 1.-10. A

uflage, bearbeitet von Rudolf W
elser, 13., neubearbeitete A

uflage, 2007, 
SS. 149-150

（=K
oziol-W

elser

）; K
urzkom

m
entar zum

 A
BGB, herausgegeben von H

elm
ut K

oziol, Peter Bydlinski, Raim
und 

Bollenberger, 4., überarbeitete A
uflage, 2014, §

1358 Rz 11f （=P. Bydlinski in K
urzkom

m
entar

）; Gschnitzer, Ö
sterreichisches 

Schuldrecht, A
llgem

einer T
eil, 2., neubearbeitete A

uflage, von Christoph Faistenberger, H
einz Barta und Bernhard Eccher, 

1991, S. 273

）。

（
３
）　K

om
m
entar zum

 A
llgem

einen bürgerlichen Gesetzbuch, herausgegeben von Peter Rum
m
el, 3., neubearbeitete und 
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erw
eiterte A

uflage, 2. Band, 2002, §
1360 Rz 1f, V

or §
1360 Rz 4 

（=Gam
erith in Rum

m
el

）; K
om

m
entar zum

 A
llgem

einen 
bürgerlichen Gesetzbuch, herausgegeben von H

einrich K
lang, 4. Band, 1935, §

1360 1-2

（=O
hm

eyer in K
lang

）; P. Bydlinski 
in K

urzkom
m
entar, §

1360 Rz 1f ; D
ullinger, Bürgerliches Recht II, Schuldrecht, A

llgem
einer T

eil, 3., aktualisierte A
uflage, 

2008, 6/30, 34 ; System
 des österreichischen allgem

einen Privatrechts, zuletzt bearbeitet von A
rm

in Ehrenzw
eig und A

dolf 
Ehrenzw

eig, 3., vollkom
m
en neu bearbeitete und erw

eiterte A
uflage, 2. Buch, D

as Recht der Schuldverhältnisse, 1. A
bteilung, 

A
llgem

eine Lehren bearbeitet von H
einrich M

ayrhofer, 1986, SS. 122, 131, 143 

（=Ehrenzw
eig

）; Riedler, Zivilrecht II, 
Schuldrecht, A

llgem
einer T

eil, 4., A
uflage, 2010, S. 249.

（
４
）　

な
お
、
ド
イ
ツ
民
法
七
七
六
条
、
ス
イ
ス
債
務
法
五
〇
三
条
一
項
は
、
担
保
の
範
囲
を
そ
の
成
立
時
点
に
よ
っ
て
区
別
し
な
い
。

（
５
）　Gam

erith in Rum
m
el, §

1360 Rz3 ; Gschnitzer, a.a. O
., S. 273 ; Ehrenzw

eig, a. a. O
., S. 143 ; O

hm
eyer in K

lang, §
1360 3a

）; 
P. Bydlinski in K

urzkom
m
entar, §

1360 Rz 2 ; D
ullinger, a. a. O

., 6/30, 31. 

（
６
）　

な
お
、
共
同
保
証
の
放
棄
（
免
除
）
の
場
合
に
、
ド
イ
ツ
民
法
七
七
六
条
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
民
法
一
三
六
〇
条
と
は
異
な
る
対
応
を
と
る
。

（
７
）　Gam

erith in Rum
m
el, §

1360 Rz1a, 5, 6 ; O
hm

eyer in K
lang, §

1360 3b

）, 5 ; P. Bydlinski in K
urzkom

m
entar, §

1360Rz1, 5 ;  
Ehrenzw

eig, a. a. O
., S S. 112, 134.

（
８
）　P. Bydlinski in K

urzkom
m
entar, §

1360 Rz4 ; Gam
erith in Rum

m
el, §

1360 Rz4 ; O
hm

eyer in K
lang, §

1360 3c

）.

（
９
）　

過
失
要
件
を
挙
げ
な
い
が
、
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
展
開
が
見
ら
れ
な
い
（P. Bydlinski in K

urzkom
m
entar, §

1360 Rz4

）。

（
10
）　Ehrenzw

eig, a. a. O
., S. 134. 

な
お
、
ド
イ
ツ
民
法
七
七
六
条
も
、
そ
の
効
果
と
し
て
保
証
人
の
「
免
責
」
を
認
め
る
。

（
11
）　

主
た
る
債
務
者
が
自
己
の
物
に
物
的
担
保
を
設
定
し
た
場
合
、
そ
の
物
的
担
保
は
、
全
額
を
弁
済
す
る
保
証
人
に
移
転
す
る
。
一
共
同
保
証
人
が

物
的
担
保
を
設
定
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
物
的
担
保
は
、
弁
済
者
の
共
同
保
証
人
に
対
す
る
求
償
部
分
に
つ
い
て
の
み
責
め
を
負
う
。
第
三
者
が
物

的
担
保
を
設
定
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
従
来
の
説
は
、
保
証
人
に
の
み
そ
の
第
三
者
に
対
し
て
求
償
を
認
め
、
第
三
者
に
は
保
証
人
に
対
し
て
求

償
を
許
さ
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
保
証
人
の
み
が
そ
の
全
財
産
を
も
っ
て
責
め
を
負
っ
て
お
り
、
第
三
者
は
個
別
の
財
産
の
み
を
も
っ
て
責
め

を
負
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
今
日
に
お
い
て
は
、
保
証
と
物
的
担
保
は
「
対
等
」
で
あ
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
て
お
り
、

両
手
段
の
う
ち
の
一
方
が
優
先
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
（
近
時
の
学
説
・
判
例
）。
一
三
六
〇
条
は
、
債
権
者
と
保
証
人
間

の
関
係
に
つ
い
て
は
規
定
し
て
い
る
が
、
保
証
人
が
物
的
担
保
の
設
定
者
に
対
し
て
優
位
な
地
位
に
あ
る
と
は
定
め
て
い
な
い
。

　
　
　

な
お
、
求
償
の
「
範
囲
」
に
つ
い
て
は
、
物
的
担
保
の
価
値
が
主
た
る
債
務
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
保
証
人
と
物
的
担
保
の
設
定
者

が
同
一
の
額
の
債
権
の
た
め
に
担
保
を
提
供
し
て
い
る
場
合
に
は
、
保
証
人
と
物
的
担
保
の
設
定
者
は
「
同
額
」
で
責
め
を
負
う
と
解
さ
れ
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
保
証
は
主
た
る
債
務
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
が
物
的
担
保
の
価
値
が
カ
バ
ー
し
な
い
場
合
に
は
、
両
者
は
、
連
帯
責
任
を
負
う
範
囲
に
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お
い
て
の
み
清
算
責
任
を
負
う
と
解
さ
れ
る
（Gam

erith in Rum
m
el, §

1359 Rz7a

）。

（
12
）　P. Bydlinski in K

urzkom
m
entar, §

1360 Rz3, 4, §
1346 Rz20 ; Gam

erith in Rum
m
el, §

1360 Rz 2, 8, §
1359 Rz7a ; O

hm
eyer 

in K
lang, §

1360 2, 4 ; Ehrenzw
eig, a. a. O

., S. 134 ; Riedler, a. a. O
., S. 249.
（
13
）　Gam

erith in Rum
m
el, V

or §
1360 Rz 5, §

1360 Rz 4a ; P. Bydlinski in K
urzkom

m
entar, §

1360Rz6.
（
14
）　SZ 61/235.
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